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 「稽古⽇誌から」中尾 眞吾 

 ‘20.02/24-28  フィリッピンから3⼈稽古に。1⼈は辞退。コロナというのんが、はびこっているらしい・・。 
 (’20/03 せいぶ館通信56号) 

 〇3⽉ 遠藤先⽣稽古会 中⽌ 
 03/15  審査。級審査は別の⽇に実施。直会はナシ。「参段」岩佐 「弐」伊藤、堀⼝ 「初」サム、濱本、伊⾖、岡本 

 第1波 3⽉〜5⽉  4/7 緊急事態宣⾔ 

 04/02  せいぶ館休館(私は、連⽇、⼀⼈で座禅・体操・⼭歩き) 
 〇休館するのん 中⽌。 何か 出来る事から、していこう。 

 アベノマスク配布！ まぁ・・我らの総理⼤⾂がした事よ。2600億円がパぁ〜〜！ 

 〇仕⼊れに中央卸売場へ。閑散としている。ほとんどの仲買⼈がマスクなし。怖っ！ 
 05/24  座禅・体操・素振り・ストレッチ・・終了後 ⼭歩き。 
 〇海外では、道場閉鎖の所が増えてきているとの事。 
 06/02  接近せずに、稽古する⽅法・・何かあるかなぁ・・物置に置いていた「間伐材」を使って体術らしき事を始める。 

 ウケとトリのある稽古は楽しい・嬉しい。 
 〇毎週⽇曜⽇の座禅会(永昌寺)も休み。蜜にもならず、⼀⾔もしゃべらないけれど・・。 
 06/08  間伐材を使っての稽古は重た過ぎる。⽵(⻑さ2.5メートル・直径1〜3センチ位)をコーナンで買うてくる。 
 06/10  中井さんが「稲架掛け」に使う⽵(⻑さ2メートルちょっと・直径7〜12センチ位)を持って来てくれる。(板宿から、 

 歩いて・・) 
 06/12  座禅30分・体操15分・⽵で15分 
 06/17  千葉から川島君が「ご機嫌伺」。有り難い電話。 

 第2波が、政府は、GO TO トラベルという「コロナ拡⼤キャンペーン」をしている。 

 07/01  座禅の時間を少なく、動きを多く。 
 09/09  ⽵を持っての稽古。合気道らしい動きが、⼤分出来るようになってきた・・。 
 〇県⽴武道館や加古川市武道館では、度々、閉館。稽古が出来ない状態が続いている。 
 10/10  ⽵の稽古、毎⽇発⾒あり。もっと⼯夫したらもっとおもろなるかな？ 
 10/18  百峰ちゃんや柴⽥さん、⽵を持って四⽅投げをしている。若い⼈は、こんな器⽤な事出来るんや！ 
 10/25  森本君が、⽵を持っての稽古を命名。「バンブー道」やな、「万武ぅ〜〜道」か？ まぁ・・冗談。 
    ⼒任せで稽古をしている⼈も多く、⽵を割る事・折る事ヒンパン。慣れない事もあるが・・下⼿丸出し。これもヤ 

 ワラカク、やもんな。 
 〇⼭⼿⼥⼦中学校から・・授業は、密にならないようにして欲しいとの要請あり。⽵を持っての授業をする。 



 せいぶ館通信   第５７号 ２０２３年(令和５年) ４⽉ 

 第3波 緊急事態宣⾔ 
 ‘21.02/12  慣れたとはいえ・・マスクをしての稽古は苦しい。 
 03/12  ⽵を持っての稽古は異常に効いている！ ので、稽古中の「歓声」？ 多し。近所の⼈が、「この頃、何しとんの 

 ん？」。畑中君⽈く、どの⼈の技も、イヴァンに掛けられた感じ ⼤！ 

 第4波  まん延防⽌等重点措置 
 〇コロナ下で1年がたった。 

 今、出来ない事を考えるより、今 出来る事をして⾏こう‥と思って「⽵を持っての稽古」をしてきた。 
 私が⼀緒に稽古をしている朝⼟・⽇のクラス・姫路・加古川の⼈達とは、稽古の度になんじゃかんじゃと⼯夫し 
 て、それなりに楽しんでやってきたと思う。本来の合気道が出来るようになったら、この稽古を活かそうと。その 
 ⽇が来るのが楽しみだった。 

 〇道場 ⾬漏り。ソーラーを外し、防⽔⼯事。 
 05/22  時々、久しぶりの稽古に現れる⼈。若い⼈でも、稽古をしていないと、受け⾝がヒドイ。動かんかったらこうなる 

 のかなぁ・・。体型が変り、⼀⽬⾒て、誰か分らなかった⼈も。運動は⼤事やな。朝稽古に来続けている「70歳以 
 上5⼈組」は快調そのもの。 

 05/28  ワクチン1回⽬接種 
 05/31  ⽵を持っての稽古、1年ほど経つ。慣れて来て、お陰で、合気道ではないけど 合気道らしい稽古が出来、ありが 

 たい事だ。 

 医療機関ひっ迫が続く中、ｋ⼭君のお姉さんがコロナで亡くなる。おかぁさんが2週間後に。 
 06/02  久しぶりに、⽵が真っ⼆つに割れる。⾒事な⾳！ 無理カケル無理で、まだまだ「バカ⼒」⼊りすぎ。(都合、10本 

 ほど割る←これも凄いといえばスゴイ！) 
 06/17  ワクチン2回⽬接種。 

 第5波 まん延防⽌措置 
 07/23-08/08 東京オリンピック 
 07/19  ワクチン2回⽬接種済みの⻄川さんと、接しての稽古(⼿本のみ)をする。すこぶる気持ち良し。 
 07/25  道場内では、未だ感染者なし。 
 08/16  接しての稽古(⼿本だけでも)、やっぱり 危ないかな？ 
 10/04  みことチャン・奥君(コロナ以降に、⼊会した⼈達)に平常の合気道の稽古を、と思い、5分だけ本来の稽古の時間を 

 設ける。(ワクチン2回⽬接種済み、1か⽉以上稽古した⼈限定) 
 10/20  ぼちぼち 接触しての稽古を増やす。5分。 
 10/27-11/05 ⼭⼿⼥⼦中学校授業  今年も⽵を持っての授業。 
 11/03  岩松 4㎏増。松本 8㎏増。 
 11/08  接触稽古5分、杖を持っての稽古5分。 
 11/14  ⽵・接触しての稽古・杖 
 12/01  杖10分、体術10分。 

 第6波  ‘22.01/01-03/31 
 01/16  感染者拡⼤・・だが、⽵・杖・体術の稽古を続ける。 
 03/27  若い⼈2⼈と⾃宅で⾷事。⼆⽇後、⼀⼈から、ぐったりした声で・・コロナ感染との報告。私達は「濃厚接触 

 者」。 
 04/04  「濃厚接触者」解禁。稽古再開。稽古できない時は、市章⼭までの⼭歩き。やっぱり合気道がグゥッ！ 
 05/18  本来の合気道の時間を、プラス10分。 
 06/24  稽古時間の全てを、本来の合気道の稽古に。 
 06/29  マスクを着ける。消毒する。それだけは守って・・もはや、フツウの稽古。 

 第7波 07/01-09/30 
 07/02-03  待望の！ 遠藤先⽣稽古会。⼈数制限あり。 
 07/05  姫路の教室では、来ている⼈達の要望で、⽵を持っての稽古を継続。「これも捨て難い」と。300畳ぐらいの道場 

 で10⼈ぐらいで稽古。全く「密」ではないんやけど・・。 
 〇この直後、感染者、急拡⼤。遠藤先⽣の稽古会が出来たんは、奇跡か。 
 07/27  家庭内や職場・学校などでの感染している⼈、増えている模様。 
 09/12  「⼆⼈掛け」の稽古をする・・が・・危ない？ 気になって・・途中でやめる。 
 09/14  袴着⽤OK。 
 11/01-15 ⼭⼿⼥⼦中学校授業、今年も⽵を持って授業。ぼちぼち本来の合気道に戻りたいが・・。 
 12/18  ⼤学⽣との稽古。稽古後、彼らはクリスマス会を。クラスター発⽣。せいぶ館からは私⼀⼈が⼀緒に稽古。うぅ〜 

 〜ん！ 彼らから頻繁に「⼤丈夫ですか？」のメール。 
 ‘23/01/31  姫路での稽古。⽉の最終曜⽇は武器を持っての稽古が恒例。杖を持っての稽古をしていると「杖よりも、⽵の⽅ 

 が使いやすいな」と。 うんッ？ ！ ！ 
 02/26  「兵庫県連創⽴20周年記念講習会」植芝充央本部道場⻑、指導員⼆⼈ マスクなしでの指導、稽古⼈350⼈ちょっ 

 と。直会は100⼈ほどが出席・全員マスクなし。 
 〇遠藤先⽣にお電話 03/25-26 せいぶ館で稽古会決定。 
 〇栗林師範「鱧の⽇」 07/01,2  
 〇鈴⽊師範稽古会 秋に。 

 私は、4⽉にベトナムに⾏ってきます。 
 やっと、ここまで来た・・。さぁ・・！ 合気道三昧の⽇々 到来。お付き合いの程を。   

  ‘23.03/24 
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 弐段  柿沼 秀⾏、柴⽥ 智美、岡本 侑⼦ 

 初段  松⽥ 吉洋 

 ２級  ⼟井 淳⽣ 

 ４級  佐藤 博之 

 ５級  松本 花菜海、岩松 珈乃⼦、太⽥ 脩平、今⻄ 美希 

 ９級  宇都宮 啓⼈ 

 １０級  宇都宮 直史 

 《 昇 段・昇 級 感 想 ⽂ 》 
 コロナ禍を経ての昇段審査 

 柿沼 秀⾏ 弐段 

 コ  ロ  ナ  禍  の  ３  年  間  を  経  て  感  じ  た  こ  と  は、  当  た  り  前 
 に⾏ってきた⽇常の⽣活や稽古がいかに恵まれた 
 ものであったかということを認識したことです。 
   
  約３年前のコロナウイルス感染拡⼤から、⽣活 
 に様々な制約がかかり、道場での稽古にも変化が 
 ありました。 
  稽古が再開したものの、⽵での稽古。 
 コロナ禍で相⼿との距離を保った上での稽古で、 
 時代に則したものだったのでしょう。 
  相⼿への⼒や気の伝え⽅等、⽵の稽古で学ぶこ 
 とが多々ありました。 
 とは⾔え、物⾜りなさを感じる稽古。 
 しばらくして、徒⼿での稽古が再開。１年以上の 
 ブランクは思った以上にあり、感覚を取り戻すの 
 に精⼀杯。 

 稽  古  が  出  来  る  の  が  当  た  り  前  で  は  な  い、  稽  古  が  続  け 
 られるという環境は貴重と感じました。 

 そ  し  て、  初  段  取  得  か  ら  11  年、  今  回、  弐  段  の  審  査  を 
 受けました。 
  稽古不⾜から思うような取りが出来ませんでし 
 た。 
 この度は昇段を許していただきましたが、不甲斐 
 なさが残りました。もっと稽古をしていれば、も 
 う少し対応出来ていたのではないかと、⽇頃の稽 
 古の⼤切さを改めて感じました。 
  今後は、審査の際に指摘された事項を念頭にお 
 き、稽古に励みたいと思います。 

 末  尾  に  な  り  ま  し  た  が、  こ  の  場  を  お  借  り  し、  審  査  で 
 受けを取ってくださった⽅、指導してくださった 
 先⽣⽅、⽇頃から⼀緒に稽古してくださる皆様に 
 御礼を申しあげるとともに、引き続き御指導いた 
 だけますようお願いいたします。 

 コロナ禍での３年 
 柴⽥ 智美 弐段 

    
  この3年間は稽古のあり⽅(⼈との距離感)が⽬ま 
 ぐるしく変化していきました。ただ稽古ができる 
 だけでも有難いのに、無事弐段に昇段させていた 
 だき、ありがとうございました。いつもご指導い 
 ただいている先⽣⽅、⼀緒に稽古してくださって 
 いる皆さま、審査で受けを取ってくださったI⼦ 
 さん、A⾒さん、Hしさん、M本さん、本当にあ 
 りがとうございました。 

  コロナがニュースになり出した頃、杖を使った 
 稽古にシフトし、緊急事態宣⾔が出た後は座禅や 
 杖を振る稽古、体操と、⼈と全く関わらないこと 
 をしました。太極拳やヨガ等、他の武道等も取り 
 ⼊れられました。何度か参加できた太極拳は、難 
 しかったのですが、今でもあの動きをどこかで使 
 えたらと、私の引き出しに⼊ることとなりまし 
 た。その後、受け⾝や⽵を使った稽古も始まり、 
 合気道に似た動きをするようになってきました。 
 コロナを避ける時代からコロナと共に⽣活する時 
 代になり、2022年6⽉頃には通常の合気道が戻っ 
 てきました。 

  道場が近く、⼀⼈暮らしということで、私は途 
 切れることなく道場に通えたのですが、そうでは 
 ない⼈がほとんどで、本当に我慢を強いられた 
 ⽇々だったと思います。私⾃⾝もやっと初段に 
 なったくらいで、技を忘れてしまわないか、⼈と 
 の感触を忘れてしまわないか、とても不安でし 
 た。 

  今回は運良く昇段できましたが、次また何があ 
 るかわかりません。不謹慎かもしれませんが、昇 
 段できたことよりも、以前のような稽古や講習 
 会、審査ができることの⽅が嬉しいと感じまし 
 た。⽇々の稽古により⼀層感謝し、より⼤切に、 
 磨きをかけて続けていきたいと思います。有り難 
 みを再確認する機会となったことだけは、コロナ 
 の良いことかもしれません。 
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 百折不撓  
 岡本 侑⼦ 弐段 

  この度、2段に昇段させていただき誠にありが 
 とうございます。 
   

 感  染  症  が  世  界  的  流  ⾏  の  発  ⽣  か  ら  の  3  年  間、  私  は 
 「焦燥感」と「⾃⼰嫌悪」に苛まれていました。 
  私は当該事象より1年間、本業の指⽰で隔離措 
 置があり、全く合気道の稽古ができませんでし 
 た。当該措置が緩和され、稽古を再開した際、従 
 来のように⾃分が稽古ができないことに対し、私 
 は⼾惑いを隠せませんでした。ただ幸いにも、技 
 等の知識はありましたが、技術の勘をすっかり忘 
 れており、とても技として成⽴できませんでし 
 た。 
   
 稽  古  再  開  後、  稽  古  を  重  ね  る  ご  と  に  勘  が  戻  ら  な  い  ⾃ 
 分を責めると同時に、新しく勘を作ろうとも考え 
 ましたが、簡単に勘を作ることも戻すこともでき 
 ずに、焦燥感だけが膨らむばかりでした。 
  そのため、稽古中もたくさんの⽅に様々なこと 
 を教えていただき、本当に最初から再度学ばせて 
 いただきました。 
   

 今  回  の  審  査  で  は、  稽  古  再  開  後  2  年  間  で  学  ん  だ  こ  と 
 について、⾃分の中で昇華しているかどうかを再 
 確認できました。審査中、緊張も相まって⾃分の 
 思い通りになりませんでしたが、⾃分の実⼒を改 
 めて客観的に確認できたため、今後の稽古への取 
 組む指標となりました。 
   
 今  後  は、  審  査  で  の  注  意  点  及  び  ⾃  分  の  反  省  点  を  踏  ま 
 え、名実共に2段であると胸を張れるようさらに 
 精進します。 
   

 ま  た、  最  後  に  な  り  ま  し  た  が、  こ  の  場  を  お  借  り  し 
 て、ご教授及びお⼿合わせいただきました皆様に 
 感謝申し上げますとともに、今後とも変わらずご 
 教授及びお⼿合わせいただきますようお願い申し 
 上げます。 

 コロナの３年間 
 松⽥ 吉洋 初段 

  もう３年も経ったんですね。３年前の２⽉に 
 ヨーロッパへ出張した際には、「なんか新型の⾵ 
 邪が流⾏ってる」というのが、ニュースで散⾒さ 
 れるぐらいで、空港で感染しないように気を付け 
 ないと、と思っていた程度でした。出張中、レス 
 トランの⼀つで⼊店拒否され、「中国から来たん 
 じゃないのに」と憤慨しながらも、しょせん他⼈ 
 事と認識していたのを覚えています。 
   

 し  か  し、  そ  の  後  す  ぐ  に、  ⼦  供  の  学  校  が  休  校  に  な 
 り、それからは、コロナに振り回される⽇々に。 
 正直、コロナが怖いというよりも、世間の⽬や、 
 家族の⽬が怖く、やれ緊急事態宣⾔や、まん防 
 や、⼦供の受験前や、何かあるたびに合気道に⾏ 
 けなくなる⽇が続きました。若いうちから体重は 
 ほとんど変わらなかったのですが、このコロナの 
 中で、合気道もできず、リモートワークばかり 
 で、体重も⼀時期５キロほど増えました。ジョギ 
 ングでも始めようかと思いましたが、⼀⼈で黙々 
 とというのは性に合わず、⻑続きせず。やはり合 
 気道がいいですね。合気道を再開すると、すぐ体 
 重も戻りました。 
   
 今  や、  世  の  中  も  すっ  か  り  コ  ロ  ナ  と  の  付  き  合  い  ⽅  を 

 覚え、外へ出かけること⾃体がはばかられていた 
 状態から、⽵での稽古を経て、体術ができるよう 
 になり、出稽古の機会も増え、直会ができるとこ 
 ろまで戻ってきました。後はいつマスクが外せる 
 か、ですね。夏の稽古までにはマスクなしでの稽 
 古に戻れればありがたいです。稽古が以前の状態 
 に戻ると共に、最近お⾒掛けしていない⽅が戻っ 
 て来られ、新しく始められる⽅が増えることを 
 願っています。 
   
 最  後  に  な  り  ま  し  た  が、  こ  の  度  初  段  に  昇  段  さ  せ  て  い 
 ただくことができました。審査では五教の裏を⾶ 
 ばして⼀⼈でパニックになっていましたが、最近 
 ⽐較的稽古によく参加させていただいている成果 
 か、何とか体の⽅が動きを覚えてくれていたよう 
 です。審査前には多くの⽅に気を掛けて頂き、 
 ⾊々とご指導いただきました。本当にありがとう 
 ございます。初段になることは⼀つの⽬標でした 
 が、これでひと段落するものでもなく、これから 
 も、今まで以上に稽古に励みたいと思います。今 
 後ともよろしくお願いいたします。 

 ⼭下 梨央 １級 

 今  回  の  昇  級  審  査  で  1  級  に  昇  級  さ  せ  て  い  た  だ  き  ま  し 
 た。 
 ありがとうございます。 

 審  査  で  は、  後  ろ  ⾜  を  伸  ば  す  こ  と  と  四  股  ⽴  ち  に  な  る 
 ことを混同していると指摘していただきました。 
 お腹の⽅向と同じ⽅向に技をかける。頭ではわ 
 かっているものの、体に染みつけるまでには、ま 
 だまだ稽古が⾜りないと思いました。指摘してい 
 ただいたこと意識して稽古に励みつつ、どうすれ 
 ば最⼩の⼒で、最⼤の⼒を伝えられるかを試⾏錯 
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 誤していきたいと思います。 

 私  に  とっ  て  の  コ  ロ  ナ  の  3  年  間  は、  ま  ず、  コ  ロ  ナ  が 
 流⾏りだしてから合気道を始めたため、制約のあ 
 る中での稽古からのスタートでした。特に、⽵で 
 稽古をしていたことをとても懐かしく思います。 
 でも、あの時の⽵の稽古のおかげで、お腹で⼒を 
 伝えることの重要さをはじめとする、合気道の基 
 礎を習得できた気がします。 

 ま  た、  少  し、  規  制  が  緩  和  さ  れ  て  も、  ⼤  学  ⽣  活  の  全 
 てがコロナに影響され、周りの⼈と密なコミュニ 
 ケーションをすることがはばかられていた中で、 
 合気道によるコミュニケーションを取ることが出 
 来たこと、そして合気道を共に励む仲間ができた 
 ことは、⼤学⽣活の中での最も⼤きな財産になっ 
 たと思います。 

 こ  れ  か  ら  も  稽  古  に  励  み、  ま  ず  は  ⿊  帯  取  得  を  ⽬  指  し 
 て精進したいと思います。 

 ３年ぶりの昇級審査 
 ⼟井 淳⽣ ２級 

   
  前回4級の審査を受けさせていただいたのが 
 2020年3⽉なので、今回は3年ぶりの審査となりま 
 した。 
 3年ぶりとなりましたが、今年の1⽉より稽古に復 
 帰された中村さんをはじめ、毎回の稽古でお相⼿ 
 をして頂きました諸先輩⽅にみっちり稽古をつけ 
 て頂いたこともあり、コロナ禍の間に⽵を使った 
 稽古や四股踏みなど⾜腰が⾃然と練れていたこと 
 もあったのか⾃信をもって臨むことが出来まし 
 た。 

 幸  い  に  も  ⾶  び  級  さ  せ  て  頂  き、  2  級  に  昇  級  す  る  こ  と 
 ができましたことは、覚えが悪いにも拘わらず丁 
 寧に教えて頂ける皆様⽅のおかげです。この場を 
 借りて感謝申し上げます。 

 毎  回  の  稽  古  後  に、  ご  指  導  頂  い  て  お  り  ま  す  中  村  さ 
 ん、居残り稽古に付き合ってくれた岡本さん、急 
 のお願いにも拘わらず審査の受けを引き受けてく 
 ださった河村さん、ありがとうございました。 

 早  い  も  の  で、  ⼊  ⾨  さ  せ  て  頂  い  て  か  ら  早  5  年  と  な  り 
 ますが、⽴ち⽅・体捌き・運⾜などなど、何⼀つ 
 まともにできてないなと感じる今⽇この頃です 
 が、ゆっくり着実に歩みを進めていければと考え 
 ております。 
 今  後  も  ご  指  導・  ご  鞭  撻  頂  け  ま  す  よ  う、  引  き  続  き  宜 
 しくお願い致します。 
  この度は、貴重な機会を頂きましてありがとう 
 ございました。 

 昇級審査を終えて  
 佐藤 博之 ４級 

   
  世界を震撼させたパンデミック：コロナ 
 その影響で多くの⼈がガラリと⽣活を変えさせら 
 れた事でしょう。 

 ⾃分もその⼀⼈です。 

 飲  ⾷  店  を  営  ん  で  い  ま  す  の  で、  夜  の  営  業  が  出  来  ず、 
 両親の介護もあり枚挙に暇がない程、いろんな制 
 約に縛られていました。 
 しかし、そのお陰で今、せいぶ館の⼀員として、 
 何のわだかまりもなく？迎えて頂いて、此の畳の 
 上で、想いを同じにしている⽅々と共に汗を流す 
 ⽇々を送らせて頂いています。 
 コ  ロ  ナ  以  前  の  道  場  の  様  ⼦  は  知  り  ま  せ  ん  が、  中  尾  館 
 ⻑、先輩⽅のお⼈柄を⾒れば、想像は難しくは有 
 りません。 

 合  気  道  を  始  め  て  10  ヶ  ⽉。  今  回  2  回  ⽬  の  昇  級  審  査  で  4 
 級にして頂きました。 
 寒いのが苦⼿で、冬場はあっちこっち痛いのを我 
 慢しながらの稽古でしたが、それでも皆がまるで 
 寄り添うように気使って下さって、容赦なくキッ 
 ツイのを下さいました。そのお陰で萎える暇など 
 なく続けてこれたと思います。 

 相  変  わ  ら  ず  の  ギ  コ  チ  ナ  イ  内  容  だっ  た  と  は  思  い  ま  す 
 が、緊張せず、気持ち良くやってました。(⾃分で 
 は) 
 審査の後の直会も楽しかった。この場に居れるだ 
 けで幸せだと感じました。 
 3年後、5年後、今⽇のビデオを⾒て⼤笑い出来る 
 位になれたらいいなぁ。 

 恒例の直会スピーチも３年ぶりに！ 

 ５級わーい 

 松本 花菜海 ５級 

 ２  〜  ３  年  ぶ  り  に  審  査  を  受  け、  み  ご  と  ５  級  を  合  格  し 
 ました。とても嬉しかったです。 

 復  帰  し  た  こ  ろ  は、  受  ⾝  な  ど  全  然  だ  め  だ  め  で  し  た 
 が、練習していくうちに、調⼦を取り戻し、⾒事 
 審査にうかり、とても嬉しかったです。四級も頑 
 張ります。 

 四  百  ⽂  字  も  書  く  こ  と  が  な  い  の  で、  ⼦  供  ク  ラ  ス  に  い 
 る岡本さんの話をしたいと思います 

 岡  本  さ  ん  は、  い  つ  も  と  て  も  明  る  く、  ⾯  ⽩  い  良  い 
 ⼈なんですが、ここ最近の岡本さんは技名を忘れ 
 たり、回数を忘れたりしています、こっち側とし 
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 てはとても⾯⽩いんですが、少し⼼配になってき 
 ます。⼤丈夫とは思いますが、たまに本当に⼤丈 
 夫かなと思う時があります。 

 岡  本  さ  ん  は、  合  気  道  が  と  て  も  上  ⼿  で  す。  い  つ  か、 
 そのうち、岡本さんみたいに上⼿になれたらいい 
 なと思います。以上で終わります。 

 蜜を避けるために２⽇に分けて審査 

   

 今⻄ 美希 ５級 

 こ  の  度  は  5  級  に  昇  級  さ  せ  て  頂  き  あ  り  が  と  う  ご  ざ  い 
 ます。ご指導下さった先⽣⽅、ありがとうござい 
 ました。  

 通っ  て  い  た  住  吉  教  室  で  は、  コ  ロ  ナ  の  影  響  で  ⻑  い  間 
 ⽊⼑を使っての稽古しか出来ず、⼩林先⽣と広池 
 先⽣が考えて下さりこちらの道場に移りました。 
 沢  ⼭  の  ⼈  に  初  め  は  緊  張  し  ま  し  た  が、  今  は  新  し  い  環 
 境にも慣れて、楽しく稽古を受けさせてもらって 
 います。 

 も  う  す  ぐ  中  3  で  受  験  ⽣  に  な  り  ま  す。  稽  古  を  受  け  る 
 回数は少なくなりそうなので、⼀回⼀回を⼤切に 
 し、これからも頑張りたいと思います。 
 引き続きご指導よろしくお願い致します。 

 コロナによる3年間 
 太⽥ 脩平 ５級 

 コロナ禍で合気道を始めて1年が経過した。 

 最  初  は  息  ⼦  の  付  き  添  い  で  始  め  た  が  1  年  が  経  過  し  た 
 今では、私⾃⾝が合気道を楽しんでいる。 

 また、合気道を続けることで多くのことを息⼦と 
 ⼀緒に学ぶことができた。 

 合  気  道  は、  相  ⼿  を  思  い  や  る  ⼼  や  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ 
 ン能⼒も重要であることを学んだ。練習中には、 
 相⼿の動きや反応を読み取り、⾃分の技を調整す 
 る必要がある。このような相⼿への思いやりやコ 
 ミュニケーション能⼒は、⽇常⽣活でも役⽴って 

 いる。 

 ま  た、  合  気  道  を  続  け  る  こ  と  で  ス  ト  レ  ス  を  解  消  す  る 
 ことができたことだ。コロナ禍によって⼼⾝とも 
 にストレスを抱えていたが、合気道を続けること 
 で⼼をリフレッシュし、ストレス解消につながっ 
 た。 

 そ  し  て、  親  ⼦  で  ⼀  つ  の  こ  と  に  取  り  組  む  こ  と  で、  息 
 ⼦との仲がさらに仲良くなった。 

 合  気  道  を  通  じ  て  多  く  の  こ  と  を  学  ぶ  機  会  と  なっ  た。 
 これからも合気道を続け、⾃分⾃⾝を磨き続けて 
 いきたい。 

 五級審査 
 岩松 珈乃⼦ ５級 

 私は今回五級の試験を受けました。 
 試  験  直  前  の  稽  古  で  は、  今  ま  で  やっ  た  こ  と  が  な  い  技 
 をたくさんやりました。連続して⾊々な技をやっ 
 たのでとても疲れましたが、⼦供クラスだけでは 
 習わなかったこともたくさん知ることができて楽 
 しかったです。 

 試  験  が  始  ま  る  と  急  に  緊  張  し  て  き  ま  し  た  が、  家  や  ⼦ 
 供クラスでやった練習を思い出しながらやると、 
 少し落ち着いて受けることができました。 
 四  ⽅  投  げ  は  「姿  勢  よ  く」、  「お  で  こ  の  前  で  輪っ  か 
 をつくる」ことを意識して滑らかに動けました。 
 ⼀教は「相⼿の全体を⾒る」ことを考えながら、 
 堂々とできました。 

 コ  ロ  ナ  が  流  ⾏  り、  ⽵  の  棒  を  使っ  た  練  習  や、  道  着  を 
 着ない稽古など、今までやったことがないことを 
 する機会がとても増えました。でも、コロナ前と 
 同じように楽しく、合気道をすることができまし 
 た。 

  まだコロナは完全になくなっていませんが、こ 
 れからも合気道を続けていきたいです。 

 宇都宮 啓⼈ ９級 

  しけんをうけたときいつもどおりにできた。⼤ 
 ⼈の合気道を⾒てすごい早かったです。８きゅう 
 にむけてわざをおぼえたいです。 

 宇都宮 直史 １０級 

 し  け  ん  に  ご  う  か  く  し  て、  う  れ  し  かっ  た  で  す。  ま  え 
 まわりうけみがうまくできるようにがんばりま 
 す。 
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 《 コロナの三年間 寄稿 》 

 コロナ下の「それぞれ」の３年 
 ⼭北 真満 

 審査後演武にて 

 こ  の  原  稿  は  単  ⾝  赴  任  先  に  向  か  う  新  幹  線  の  中  で  書  い 
 ています。 
 指  定  席  は  ほ  ぼ  満  員。  外  国  の  ⽅、  マ  ス  ク  を  し  て  い  な 
 い⽅も少しながらいらっしゃいました。 
 少しずつ元通りに近づいているような。 

 コ  ロ  ナ  禍  を  振  り  返  る  と、  稽  古  ⾃  粛  に  始  ま  り、  坐 
 禅、⽵の稽古、杖の稽古、時間を制限した徒⼿稽 
 古、通常稽古の解禁という流れだったかなぁ、と 
 思います。 
 密にならないように(当時の職場が近かったこと 
 もあって)加〇川合気会へお邪魔をしたり、おか 
 げで元気でユニークなメンバーと出会うことがで 
 きました。 
 仕  事  で  は  リ  モー  ト  ワー  ク  が  流  ⾏  る  中、  紙  ベー  ス、 
 印鑑必須、対⾯必須の仕事形態、と相変わらず。 
 ⽿が痛いニュースもチラホラありながら...。 
 ⼀時は交通事故が減ったなんていい話題も。 
 私  ⾃  ⾝  も  仕  事  柄、  稽  古  は  ⾃  粛  す  る  べ  き  か  と  ⼀  瞬  思 
 いましたが、⼀瞬で諦めました。 
 せいぶ館でも医療に従事される⽅々はおられます 
 が、今でも頭の下がる思いです。 

 N先⽣のアイデアにもいつも驚かされました。 
 「⽵」で四・五教は流⽯に出来なかったけど、⼀ 
 教、⼊り⾝、四⽅投げなどなど確かに合気道の動 
 き。 
 受けを取って息が苦しい、汗がかける、腹にく 
 る！ 
 動的な稽古に飢えていた当時、「救われた！」と 
 感じました。 
 馴染みの⽵にもお世話になりました。いい⽵は割 
 れなかったですね。 
 たまに⼭で⽵林を⾒かけると、「ええ感じ」の⽵ 
 を思わず⽬で追ってしまいます。 

 こ  の  よ  う  な  稽  古  も  今  と  なっ  て  は  遥  か  以  前  の  出  来  事 
 のような気がします。 
 合気道の稽古は薄⽪を重ねていくようなもの、と 

 よく⾔われますが⽵が残してくれた数々の「薄 
 ⽪」はおそらく⼀⽣使うと思います。 

 こ  の  頃、  道  場  に  も  少  し  ず  つ  か  つ  て  の  メ  ン  バー  が 
 戻ってきました。 
 新しく道場を訪ねて来られる⽅も増えてきたよう 
 に感じます。 
 単⾝赴任が終わった頃にはどんな顔があるだろ 
 う？初めまして？お久しぶり？ 
 いずれにしても嬉しい再会が待ってるだろう 
 なぁ。 

 最  後  に  ⾊々  な  場  ⾯  で  ⾒  送っ  て  い  た  だ  い  た  せ  い  ぶ  館 
 の皆さんありがとうございました。 
 仕事に稽古に⾊々、修⾏してきます。 

 ま  た  来  年  (全  ⽇  本  で  お  会  い  し  た  り、  夏  休  み  等  で 
 ちょいちょい帰ってきたりしますが)、桜の咲く 
 頃帰ってきます。 
 では、⾏ってきます！ 

 岡本 雅明 

  「⼜、稽古ができる！」 
  去る3⽉3⽇(⾦)の昼下がり、中尾先⽣のご⾃宅 
 を訪問し、「未だ私の名札は外されてないので 
 しょうか？」と恐る恐る尋ね、「まだあるよ！」 
 とのご返答に安堵しました。先⽣からは、同輩の 
 ⽅々がコロナ禍も何のその、元気に稽古を続けら 
 れていることに発奮し、先⽣からの「週⼀回の稽 
 古から始めてみるか」とのお⾔葉にも拘らず週⼆ 
 回の朝稽古を始めています。 

  コロナ禍での引きこもり⽣活から、3年ぶりに 
 『稽古が始められる！』という歓び、皆に会える 
 楽しさ、体を動かして汗をかくことの有難さ、合 
 気道をやっていて本当に良かったと実感していま 
 す。 

 国  軍  に  よ  る  クー  デ  ター  以  降、  ミャ  ン  マー  を  訪  れ  る 
 機会を探しているのですが、いつの⽇かミャン 
 マーの合気道の道場を訪問し、若い⼈たちと⼀緒 
 に汗を流せるようになりたいと考えています。 
 そのためにも、⽇々精進して若い⼈たちと稽古が 
 できる体⼒を作らなければと焦っています。 
   
 60  歳  を  過  ぎ  て  か  ら  始  め  た  合  気  道  で  す  が、  こ  の  年  で 
 も尚、同輩、先輩と共に汗をかき、語り合えるこ 
 とに喜びを感じています。 

 コロナ下の3年(私の事やら、住吉の事やら)  
                ⼩林 明弘 

  私は2020年4⽉、三⼗代最後の歳に鍼灸学校へ 
 ⼊学しました。4⽉7⽇に緊急事態宣⾔が発令さ 
 れ、⼊学早々休校となる波乱の幕開けでした。1 
 ヶ⽉の休校ののちzoomでの授業が開始され、慣れ 
 ない環境での授業でしたが再開されて良かったと 
 感じました。 

 そ  の  後、  5  ⽉  21  ⽇  に  解  除  と  な  り  よ  う  や  く  対  ⾯  で  の 
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 授業再開となりましたが、マスク着⽤で接触を極 
 ⼒避ける状況の中で実技の練習時間があまり多く 
 は取れず苦労しました。 

 そ  の  後  も  年  度  末  に  緊  急  事  態  宣  ⾔  が  出  ま  し  た  が、  ⼤ 
 きな遅れもなく無事1年⽣を終えることができ 
 ホッとしました。 

 ま  た、  コー  プ  住  吉  の  合  気  道  教  室  を  ⼿  伝っ  て  い  て、 
 4⽉以降しばらく休講となっていたのですが、年 
 度末最後の2か⽉ほどは再開できる状態となりま 
 した。⼩学⽣の 
 時から教えていた⼦が4⽉から就職で辞めること 
 になっていたので、最後に送り出せたのは嬉し 
 かったです。 
 そ  の  後  し  ば  ら  く  定  員  不  ⾜  で  休  講  と  なっ  て  い  ま  し  た 
 が、2021年7⽉から新規に親⼦の申し込みがあ 
 り、再開できるようになりました。その後1年ほ 
 ど⽵や杖を使って距離をとっての稽古を続けてい 
 ました。 
 し  か  し、  コー  プ  の  求  め  る  ガ  イ  ド  ラ  イ  ン  で  は  体  術  で 
 の稽古が再開できる⾒込みがないため再度休講と 
 なり、2025年3⽉にはコープカルチャー⾃体が終 
 了予定の 
 ためそのまま閉講が確定してしまい、残念です。 

 そ  の  後、  コー  プ  住  吉  の  教  室  が  休  み  に  なっ  て  し  ば  ら 
 くして、２年⽣の末頃に現れていた右⼿の使いに 
 くさがひ 
 どくなってきたため神経内科を受診したところ、 
 パーキンソン病の診断を受けました。 
 ⼀時は右⼿が使えずに左⼿で字を書いていた時期 
 もありますが、現在は薬のおかげで何とか以前に 
 近い状態で⽣活できています。鍼灸師の国家試験 
 も無事合格し、4⽉から鍼灸院の就職も決まり良 
 かったと思います。 

    こ  の  3  年  間  は  私  に  とっ  て  波  瀾  万  丈  で、  ま  だ  ま  だ 
 先は不安がありますがいい経験だったと思いま 
 す。 

 コロナ禍の３年をふり返って 
 永⽥ 正昭 

  この度昇級・昇段された⽅々おめでとうござい 
 ま 
 す。私は2006年の夏にせいぶ館に⼊会してから週 
 １回の稽古と研鑽会に参加させていただいていま 
 したが⽚道２時間、加齢や介護等で週１回の稽古 
 も思うようにならなくなっていました。そんな中 
 2020年３⽉から全国⼀⻫休校、そして緊急事態宣 
 ⾔で道場・公営施設が休館となり稽古ができなく 
 なった２カ⽉間は⻑く感じました。 
 ６  ⽉  か  ら  道  場  も  公  営  施  設  も  再  開  さ  れ  ぼ  く  も  仲  間  と 
 稽古を始めました。最初は剣・杖・タオルなどを 
 使ってできるだけ接触の少ない稽古を⼼がけたの 
 ですが、「和合」を理念とする合気道ですからす 
 ぐに元の稽古に戻ってしまいました。 
 合  気  会  を  は  じ  め  ⼤  き  な  道  場  は  コ  ロ  ナ  の  も  と  で  の  稽 
 古に相当苦慮されたことでしょう。また責任ある 
 ⽴場の⽅々はみんなのためのコロナ対策に苦悶し 
 奔⾛されたとお察しします。 

 ぼ  く  は  ⼀  介  の  合  気  道  愛  好  家  で  無  責  任  な  ⽴  場  で  す 
 し、もう結構⻑く稽古をしてきていたので少々制 

 約があっても気楽にその時できる稽古を楽しんで 
 いました。 
 でも、合気道をいろんな意味で⾃⼰鍛錬の場とさ 
 れていた⽅々はさぞ⻭がゆい想いをされたことだ 
 と思います。もしぼくが若ければ⼀刻も早く元の 
 稽古に戻して欲しいと懇願していたと思います。 

 何  事  も  過  ぎ  て  し  ま  え  ば  そ  の  時  の  気  持  ち  は  薄  れ  て  し 
 まいますが、普通に稽古ができるありがたさだけ 
 は忘れないようにしたいと思っています。この先 
 いつまで神⼾まで通えるかわかりませんがご迷惑 
 にならない限り稽古させていただきたく願ってい 
 ます。 

 中⾕ 章 

  ３年前、春の審査で参段を受けることが決まっ 
 た時、テレビでは新型ウイルスのニュースがボチ 
 ボチ流れていました。 

  ２⽉、稽古中に⼩指を怪我して病院へ。診断の 
 結果、⾻折との事。・・・審査に間に合うか？が 
 気がかり。すでにニュースは「新型コロナ」で持 
 ちきり態・・・ 

  ３⽉、兵庫県にも新型コロナの感染者が確認さ 
 れ、昇級・昇段審査も中⽌の流れに・・・怪我の 
 回復が間に合わず、結果問題無し？ 

  ４⽉、「緊急事態宣⾔」なるものが発令、テレ 
 ワーク無縁の仕事環境につき普段通り電⾞で神⼾ 
 に通勤・・・電⾞はガラガラ、神⼾駅地下街も 
 真っ暗・・・この世の終わり感がひしひ 
 し・・・。せいぶ館は休館につき、寄り道無しで 
 ⾃宅と会社の往復。⾃宅で特にやる事もなく、当 
 時ハマッていたウイスキーをグビグビ・・・おか 
 げで肝臓の数値悪化。 

  ５⽉、稽古⼀部再開。公共交通機関を使わずに 
 来れる⼈のみ・・・無理やん 

  ６⽉、稽古対象者の縛り解除。早速、道場へ。 
 久しぶりに会う⾯々、お互いの無事を確認。２か 
 ⽉振りの柔軟体操・・・体が硬い・・・⽵を使っ 
 たソーシャルディスタンスを確保した稽古。 
  結果、⽵を使った稽古を２年間。この⽵を使っ 
 た技が吹っ⾶ぶ事。お互いで吹っ⾶ばし合いをし 
 ていたら何の稽古や？状態・・・でも楽しい。結 
 果、⽵を３本位折ったかな？ 

 当  初  は  少  な  い  技  の  種  類  も、  ２  年  間  の  間  に  バ  リ  エー 
 ションが増え、別の武道団体を⽴ち上げれるん 
 じゃね？状態に。 

  昨年６⽉には徐々に体術に移⾏。道場の端に置 
 いてあった⽵も⽚付けられて、ひとつの時代が終 
 了・・・少しさみしい気も・・・ 

    今  現  在、  コ  ロ  ナ  前  の  稽  古  内  容  に  完  全  に  戻  り、  県 
 連のイベントも再開されるなど⽇常を取り戻して 
 きましたが、コロナ禍での独⾃の稽古で得た経験 
 は今後の合気道の稽古に⼗分役⽴つものだったと 
 感じています。 
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 最  後  に、  私  ⾃  ⾝  は  ビ  ジ  ター  の  ⽴  場  で  せ  い  ぶ  館  の  稽 
 古に参加させて頂いてますが、皆様には稽古仲間 
 として接してもらい、とても楽しく稽古をさせて 
 もらっています。引き続きのご指導よろしくお願 
 いします。 

 コロナの3年間 
 森⽥ 栄⼀ 

  中世ヨーロッパのペスト 第⼀次世界⼤戦のス 
 ペイン⾵邪共に3年間でほぼ終息しています。 

 コ  ロ  ナ  も  3  年  で  終  息  し  て  く  れ  る  こ  と  を  願っ  て  い  ま 
 す。 

 せ  い  ぶ  館  で  は  最  初  は  座  禅  し  ば  ら  く  し  て  か  ら  ⽵  を  使 
 ⽤してのいわゆるバンブー合気道さらにしばらく 
 してから、おそるおそるの合気道そして今は普通 
 の合気道とコロナ以前にほぼ戻ったように思いま 
 す。 

  ⾊々なことがありましたが、せいぶ館は霧のな 
 か暗闇の中を照らす灯台のような存在であったと 
 思います。これからもせいぶ館が⻑く発展してい 
 きます様に祈ります。 

 最  後  に  な  り  ま  し  た  が  皆  様  こ  れ  か  ら  も  宜  し  く  お  願  い 
 します。ありがとうございます。 

 ⾨外不出の⽵を使った稽古⾵景 

                 中井 敏夫 

  コロナ禍に浸って分かったことやちょっと思い 
 考えたこと 

 ○2ヶ⽉休み再開ー座禅と杖振り、座禅は⽬の⽟を 
 キョロキョロ、上半⾝を前後左右に微調整すると 
 妄想も⼿伝って気持ち良くなること。ソウシャル 
 ディスタンスでの杖振りは気楽、このままずっと 
 続けば良いと思ったこと 

 ○⽵合気道は、⽵で仕留められると⼒が竿先に集 
 中するのできついよといわれたが、受けは⾟く、 
 ⾻盤周り筋の捻挫で、初めて6⽇間も⼊院したこ 
 と 

 ○１４歳のころ、近親者がコレラワクチン接種の 
 翌⽇⼼不全で逝ったことがトラウマになり、コロ 
 ナワクチン接種を拒否した、家族や友⼈には悪 

 かったと思うが、飲⾷店や⼈出の多い所は避けコ 
 ロナにかからずに過ごせ感謝していること 

 ○道場での時間は、⽇常のケガレ(気枯れ)を払拭し 
 てくれるハレの空間なんやと分からしてくれたこ 
 と、掃除も、始め終わりの挨拶も、組⼿相⼿との 
 挨拶もハレの場での当然のことやとやっと気付い 
 たこと 

 ○⽼いも押してきたが、できるなら逝く直近まで 
 道場で転びたいと思ってること 

 ○アリガトウを連発すると、云うものも聞くもの 
 も快楽物質が体内に多発するらしいーありがとう 
 ございました。 

 コロナ下の『それぞれの』3年 
                 寶⽉ 健 

  規制が段々と緩和され、普通に合気道の稽古を 
 みんなと出来る！ 
 改めて普通ってありがたい。 

 こ  の  3  年  間  は  コ  ロ  ナ  に  よ  る  緊  急  事  態  宣  ⾔、  解  除、 
 期待と落胆の繰り返しでした。 
 わ  た  し  の  好  き  な  ⾔  葉  に  「⼈  間  万  事  塞  翁  が  ⾺」  が  あ 
 ります。⼀⾒、不運に思えたことが幸運につな 
 がったり、その逆だったりすることのたとえで、 
 幸運か不運かは容易に判断しがたい、という⾔葉 
 です。 
  コロナの3年間は確かに⾟く制限ばかりでした 
 が、⽵を使った稽古でこれまで気づかなかった感 
 覚を感じ合気道に活かすことが出来るようになり 
 ました。まだまだですが... 

 ま  た、  普  通  に  戻っ  て  来  て  い  る  今、  再  度  制  限  が  か  か 
 らないように、そしてお互いを⼤切にする為に⼿ 
 洗いや消毒の徹底を続ける。 
  みんなで乗り越えて来た3年間だったと思いま 
 す。 
 合気道が好きな⼈達が集まる場は、私にとって無 
 くてはならない場になりました。 

  以前のように沢⼭の⽅が道場に戻られ、更に活 
 気ある「せいぶ館」になるようにと思いながら、 
 稽古に通いたいと思います。  

 コロナ禍の⾼齢者 
 ⻄川 渉 

   
 コ  ロ  ナ  禍、  マ  ス  ク  を  し  な  が  ら  ⽵  を  使っ  た  異  形  の  合 
 気道をやってきた。振り返れば、この3年間ワク 
 チンの副反応以外に、⾵邪で寝込むようなことが 
 なかった。不思議である。報道では⾼齢者は免疫 
 ⼒が弱くて、コロナに感染すると重症化しやすい 
 ので、交わりや密を避け、⾃宅で⾃粛するように 
 ⾔われてきた。しかしそれがもとで、フレイルに 
 陥り、⾜腰が弱くなって、寿命を縮めた⼈も多い 
 のではないかと思う。単に寿命が延びても、幸せ 
 とは限らない。健康で、⻑⽣きが⼀番良い。寿命 
 と健康寿命の間には、7，8年の差があるそうだ。 
 誰もがその差を縮めたいと思う。介護者に負担を 
 かけたくないと思うからだ。 

 ⾼  齢  者  が  フ  レ  イ  ル  に  陥  ら  な  い  秘  訣  は、  「きょ  う  い 
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 く」と「きょうよう」であるという。ここでは教 
 育と教養ではなく、「今⽇⾏くところがある」 
 「今⽇⽤がある」という意味である。必ず家から 
 出かけて、⽬的の⽤事をして誰かの役に⽴つとい 
 う⽇々の積み重ねが健康の源である。要するに厭 
 わず体を動かし、頭を巡らすということか。 

 私  に  とっ  て、  道  場  に  ⾏  く  の  が  「きょ  う  い  く」、  稽 
 古に励み、仲間と語ることが「きょうよう」の⼀ 
 つである。お陰様で、⼼⾝とも健康な今、せいぶ 
 館と仲間に感謝の⽇々である。 

 岩佐 幹夫 

 三  年  の  時  間  は  不  思  議  で  す。  ⻑  い  よ  う  で  短  い。  ⾊々 
 ありました。 

  三年前の三⽉に三段の審査を受け「かけこみ三 
 段」「コロナ三段」と冷ややかに⾒られながら、 
 よしっ これから精進して⽴派な三段になろうと 
 した⽮先に コロナで本部道場の閉鎖。 
 お  お  よ  そ     三  か  ⽉  程  稽  古  出  来  な  い  ⽇  を  過  ご  し  ま  し 
 た。 

  その後 ぼつぼつと稽古が再開されましたが  
 はじめは⼀⼈での形稽古 所謂エアー合気道。次 
 に離れて相⼿と組む 気合わせ合気道。 
 息  が  か  か  ら  な  い  よ  う  後  ろ  両  ⼿  取  り  中  ⼼  の  背  ⾯  合  気 
 道。 
 その後 剣、杖を使ったY師範の稽古も始まり  
 剣 杖の素振りが⽇課になりました。 
 近  く  の  公  園  で  素  振  り  を  し  て  い  る  と     妻  か  ら  「警  察 
 に連れていかれても ⾝請けに⾏かないから 
 ね！！」 
 と⾔われたのも 今では懐かしい想い出です。 
  せいぶ館では その頃２M以上の⽵を使った、 
 バンブー合気道が始まりましたね。 
 たまに来て稽古をすると 凄く体⼒がいるのを感 
 じました。 

 そ  れ  か  ら     ⼆  年     三  年  と  た  ち     本  部  で  は  ⽤  ⼼  し  な 
 がらも従来の姿に戻っていき私も毎⽇の稽古が  
 ⽣活の柱になっていきました。 

  やっと 戻ってきました。触れ合って 握り 
 あって投げ合って 転がりあって⾝体と⼼が絡ま 
 りあう合気道。「合気道って密ですから！！」 

 元通りの稽古が出来るまでに 

 コロナ下の３年 
 松井 諭 

 メー  リ  ン  グ  リ  ス  ト  を  読  み  返  し  て  み  る  と  2020  年  4  ⽉  1 
 ⽇ コロナ感染が酷くなったので⼀週間の休館の 
 連絡が延びに延びて6⽉4⽇の再開まで2か⽉余り 
 の休館。その間の私は年度初めの多忙期に加え、 
 テレワーク体制突⼊により激務で疲れ切った平⽇ 
 と野良仕事以外暇で退屈な休⽇。 
   
  私が稽古を再開したのが6⽉21⽇だと思う。6⽉ 
 16⽇に中尾さんへメールで近況をうだうだ書いて 
 送って、翌⽇に来た返信が「まぁ・・稽古し 
 よ。」だった。再開当初は慣れない⽵での稽古と 
 体が鈍っていてヘトヘトに。とはいえ⼆年近くも 
 ⽵の稽古が続くとはこの時は思わなかった。そし 
 て体が軽くなるとも思わなかった。 
   
  普通の稽古に完全に戻ったのは昨年の６⽉の末 
 頃、その⼀週間後に遠藤先⽣の講習会は実に新鮮 
 な感じがして、これからいろいろ楽しくなるなと 
 思ったら、また感染が拡⼤して⾜踏み状態。で 
 も、やっと今年の３⽉、何年かぶりの審査後の直 
 会でほぼ普通に戻った感じ、いや、あともう⼀歩 
 か。早くコロナがごく普通の病になることを祈る 
 ばかりだ。 

 コロナ下の3年 
 平⼭ 裕⼦ 

 「梅花⾹⾃苦寒来」(梅花の⾹りは苦寒より来た 
 る)という⾔葉を知りました。 

  この３年、休館から⽵・杖での稽古、そして少 
 しずつ接触での稽古もできるようになってきた 
 頃、私事(⾜の具合)で稽古をお休みすることにな 
 りました。稽古復帰は決めていましたが、途中⼼ 
 折れそうになることも･･･ 
 今  は、  稽  古  が  続  け  ら  れ  る  こ  と  に  改  め  て  幸  せ  を  感  じ 
 ています。この３年、稽古について⾊々と考えて 
 下さった⽅々、先⽣役の⽅々、繋いで頂いたこと 
 に⼼より感謝申しあげます。 

 せ  い  ぶ  館  の  皆  様、  時  期  遅  れ  で  す  が  桜  と  と  も  に  梅  花 
 の⾹りを放ちまくりましょう。今後ともよろしく 
 お願いいたします。 

  最後になりましたが、昇段・昇級された皆様、 
 おめでとうございました。 

 コロナ下の『それぞれの』3年 
 ⻄尾 ⼀男 

 2020  年  1  ⽉  中  旬  中  国     武  漢  で  謎  の  ⾵  邪  猛  威  振  る 
 う。新型ウイルス可能性の報道。嫌な予感 
 翌週、新型ウイルスは中国で⾷⽤している「穿⼭ 
 甲」から感染しているとの報道。 
 武漢てどこやろ？調べると昔の漢⼝重慶のあた 
 り、戦時中、⽇本軍と紅軍と国⺠党軍が三つ巴で 
 戦っていた時の蒋介⽯率いる国⺠党が拠点として 
 いたところ¨ 
 「穿⼭甲」て何やろ？中国南部に⽣息する全⾝鱗 
 で覆われた哺乳類。これを中国では密漁し、⾷⽤ 
 にしたり鱗から漢⽅薬媚薬をとるらしい。この 
 「穿⼭甲」から新型ウイルスが⼈に感染してい 
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 る。 
 益々嫌な予感 

  1⽉20⽇から29⽇まで合氣道盟友N⽒と励ましあ 
 い、「寒稽古」完遂。 
 ⽐較的暖冬だったが、この歳の10⽇間稽古は、そ 
 れなりの覚悟が要る。 
 でも結願したときの爽快感、⽣涯の財産。 

  2/12WHO中国猛威新型ウイルスを「COVID１ 
 ９」と命名。 
 合氣道稽古は続き、朝稽古に励む。 
 2⽉下旬コロナウイルス全世界に流⾏。 

  3/2 兵庫県に初の感染者。 
 3/10 WHO パンデミック宣⾔。 
 神⼾⇔⼤阪 移動禁⽌。 
 3/15 普段とおりの昇級・昇段審査。I⽒の昇段審 
 査「晴れ姿」VIDEO撮影。 

  4/4 ついに合氣道稽古原則中⽌令。 
 4⽉6⽇いつも通り道場に⾏くと、館⻑、N⽒2名、 
 ⼩⽣と4⼈だけ。 
 稽古も⾃主参加で 「準備運動」「禅」「杖での 
 素振り」と様変わり。 
 広い道場で且つ静謐な空間のなかで「禅」合氣道 
 ⼈⽣での忘れられない体験。 
 「禅」は⾃宅近くの「祥福寺」でも経験があり、 
 「無」になろうと座る。 
 禅の途中、⾜⾳が近づく、⼿に「警杖」。拝み背 
 を打って頂く。 
 この緊張、刺激がたまらない。⾝が引き締まる。 
 週三回、⾃主稽古に参加。 
 「禅」の座る場所は正⾯の左と決める。半眼で１ 
 ｍ先を⾒て、数息法で「無」の境地に⼊ろうとす 
 るが難しい。 
 そのうち半眼で⾒る先に「武道」の英訳⽂が貼ら 
 れている 
 これを座禅中、暗誦しようと「BUDO the  
 Japanese martial ways」と毎回の課題にする。 
 貴重な想い出。 

  5⽉に⼊り、新たな稽古法の模索が始まる。 
 ⼩⽣も「Cainz」に⾏き、杖より⻑い棒を建築資 
 材置き場で探す。 
 そのうち⽵の棒に決まる。 
 N⽒がその⽵の棒を板宿から担いで持参したのに 
 は感動！ 
 運動神経抜群、創作意欲旺盛の館⻑が「⽵の棒」 
 の合氣道技応⽤の「技」 
 次々と繰り出すのには感⼼感銘。 

 春  と  と  も  に  3  年  間  我々  を  翻  弄  し  続  け  た  「コ  ロ  ナ」 
 も終息の兆し。 
 でも我々⼈類が森深く開発をし続ける限り、まだ 
 まだ未知のウイルスが「眠り」から覚め、⼈類を 
 襲う可能性があり、油断は許されません。 

  3年間⾵邪の⼀つもひかず、75歳の⽼体を病魔 
 から守れたのは、「コロナ」に対する警戒感、緊 
 張感。 
 それと「合氣道」という「武道」での「常在戦 
 場」の意識と⾃負しております。 

  鉄のような意志を持ち、体まで鉄のように固 

 く、運動神経もどこかで捨てた私ですが、道場⻑ 
 をはじめ、せいぶ館の皆さま、末永くお付き合い 
 ください。 

 コロナ下の３年 
 ⻄野 雅⼦ 

 2020  年  3  ⽉、  5  級  の  審  査  に  合  格。  「さ  あ、  こ  れ  か 
 ら」というときに休みとなった。「なにか別の⽅ 
 法で稽古するので参加できる⼈は⾏っていいみた 
 い」と連絡がきたのが3か⽉後。 
 「⽵」を使っての合気道？ 「通常に戻った時に 
 役に⽴つ」と⾔われてもやっと5級の私に理解は 
 できない。「⽵」での合気道はまた⼀からだっ 
 た。別物でした。そんななか審査に恵まれ⽵で４ 
 級合格。「・・？」。⽵での練習でよかったこと 
 は、四⽅投げの⽅向が分かったこと。逆に⼆教、 
 三教では、意味不明のまま⽵での動きに慣れてし 
 まった・・。 

  これまで⽇曜の稽古はとても多⼈数と聞いてい 
 た。「今ならコロナ禍で来られる⼈が少ない」と 
 聞き、曜⽇を増やして参加。やはり「⽵」。最初 
 は5級でもついていけていたと思う。“運動ができ 
 る服”から“道着”になるにつれ⿊帯の⽅ばかり増 
 える。「私、とんでもないところにいる」と気づ 
 いたときには1年たっていた。それから1年、マス 
 クをしての合気道。２か⽉ほど前、道場に⼊ると 
 袴姿の若者がたくさん。なんとみなさんカッコよ 
 かったことか(笑) 

  コロナがなければ、曜⽇を増やす勇気があった 
 かどうか。コロナ禍のなか続けてきてよかった。 

 中村 敦洋 

 コ  ロ  ナ  禍  に  な  り、  最  初  の  数ヶ  ⽉  は  ⾏  動  を  ⾃  粛  し  て 
 いましたが、我慢できずウイズコロナをモットー 
 に⾊々な趣味をして、それなりに充実した⽇々を 
 送っていました。その間、約3年合気道を休んで 
 いましたが、⻑年お世話になった合気道とせいぶ 
 館をこのまま⽌めてしまうわけにはいけないと思 
 い、今年1⽉から稽古を再開させて頂きました。 

  私が合気道を始めたきっかけは、護⾝のためで 
 した。再開にあたり、もう⼀度初⼼に戻り、合気 
 道と護⾝術について考え稽古していきたいと思い 
 ます。 

  これからも⼀緒に稽古をし、共に上達できるよ 
 う頑張っていきたいと思いますので、よろしくお 
 願いいたします。 

               岩松 ⾼史 
   

 2020  年  3  ⽉。  最  初  に  マ  ス  ク  で  道  着  姿  を  ⾒  た  と  き、 
 「嘘やろ!」と思ったこと、よく覚えています。 
 なんというか、イメージですが、健康と不健康の 
 アンバランス感が衝撃的でした。 
 その後急速にマスク社会へ。 

  合気道は休会。会社は急きょ在宅ワークになっ 
 たり、⼈事も激しく動いたりでドタバタ。 
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 ストレスで毎⽇葡萄酒を体に流し込み、ご飯や菓 
 ⼦をドカ⾷いしたりもし、いかん状況に。 
  数ヶ⽉休んでいたが、⼼⾝の健康のため、コロ 
 ナ真っ最中ながらも早めに道場復帰しました。 

  接触のない、座禅、素振り、⽵の稽古を重ねて 
 ⾏く。体術よりは物⾜りないけど、⼊り⾝の⾜捌 
 きや⾈漕ぎの動き等、ひたすら反復し基礎をやる 
 ような感じで、いまとなっては思い出深い稽古の 
 数々です。 
 な  に  よ  り  こ  の  ⽵  稽  古  の  お  陰  で  休  ま  ず  ⾝  体  を  動  か  せ 
 たのはありがたかったし、もしコロナ状況関係な 
 く接触の稽古のみを続ける道場だったら、合気道 
 を続けられなかったかもしれません。 

    2023  年  3  ⽉。  マ  ス  ク  は  す  る  も、  い  ま  は  すっ  か  り 
 戻って⼆⼈掛けの稽古も⾏われるくらい。うれし 
 い⽇々。 

 現在は初段を⽬指しています。 
 取得時期は当初の⽬標から⼀年以上遅れてしまい 
 ましたが、健康で続けられていることに感謝し、 
 焦らず稽古し続けていきたいと思います。 

 ⼭本 晃平 

  コロナ禍の約3年、世の中の激動に負けず劣ら 
 ず⾃分を取り巻く環境が変化していった期間でし 
 た。⼤学院卒業後、仕事と⼈⽣の修⾏の場を求め 
 てカナダのトロントへ移住。気合い⼗分も全く仕 
 事が⾒つからず。資⾦が尽きてたった半年でおめ 
 おめ帰国してしばらくでコロナが世界を席巻し始 
 めました。 

 世  の  中  は  暗  い  話  題  が  ぐ  る  ぐ  る  ぐ  る  ぐ  る。  ⾃  分  も  テ 
 レワークの仕事が始まり頭がぐるぐるぐるぐる。 
 初の緊急事態宣⾔が明けてしばらくしてせいぶ館 
 に⾏った時のこと。壁に向かっての瞑想、すると 
 ぐるぐるしていたモヤモヤがすっと晴れた感触。 
 その時に中尾先⽣が仰っていた「この時間は⾃分 
 だけの⼤切な時間」という⾔葉が印象に残ってい 
 ます。 

  その後もどのように合気道の稽古をするか⻑い 
 試⾏錯誤の期間でした。もうそろそろ普通の稽古 
 も、というタイミングで神⼾での⼀⼈暮らしを決 
 意  し  ま  し  た。  徐々  に  徐々  に  制  限  が  解  か  れ  て、 
 ⽕曜⽇の夜の稽古を担当させていただくという⼤ 
 きな変化もありました。 
 拙い指導ですが、稽古に出席していただいている 

 ⽅々には感謝、感謝です。 

 こ  れ  か  ら  も  ま  だ  い  く  ら  で  も  予  期  せ  ぬ  環  境  の  変  動  が 
 あるかと思いますが、この3年間で経験し、感じ 
 たことをしっかり噛み締めながら⼈⽣、合気道と 
 もに深めていければと思います。 

               尾畑 照彌 
   
  最初の頃は接触しての稽古が出来ない状況だっ 
 たため、⽵を使った稽古ができて良かったことを 
 覚えております。そして状況が変化していく中で 
 少しずつ通常稽古に戻れることを喜んでいまし 
 た。 

 と  こ  ろ  が  昨  年  よ  り  膝  の  ケ  ガ  で  稽  古  に  参  加  で  き  ず  我 
 慢の⽇々を過ごしています。もう良くなったかな 
 と思ったら悪化の繰り返しでまるでコロナ禍当初 
 に逆戻りです。それでも復帰できると信じ、リハ 
 ビリを続けていつか道場の皆様と楽しく稽古でき 
 る時を願っております。 

 コロナ下の『それぞれの』3年 
               ⽊村 理恵⼦ 

  「コロナ下の『それぞれの』3年」とのことで 
 すが、あまりに⾊々なことがあり過ぎたため、最 
 近のことを振り返りながら書いていきます。 

 先  ⽇、  数  年  ぶ  り  に  遠  藤  先  ⽣  の  稽  古  に  参  加  し  ま  し 
 た。久々であり、コロナ禍で稽古数も減らしてい 
 たので、ついて⾏けるか⼼配でしたが、楽しく稽 
 古できました。その中で、「⾃⾝の状態や様⼦を 
 よく⾒て下さい。」という⾔葉が印象に残りまし 
 た。 

 去  年  か  ら  ⼼  理  系  の  資  格  取  得  の  た  め  に  通  信  教  育  を  受 
 けてます。そこで問われるのは「⾃分⾃⾝としっ 
 かり向き合う」ことです。仕事上、⼈の⼼の深い 
 ところに向き合うことになります。時にはそれに 
 引き付けられ、元の(⼼理)状態に戻れなくなるこ 
 とも有り得ます。それを避けるために、⾃分の状 
 態を事細かに確認するのかなと考えてます。とて 
 も難しい仕事なので「⾃分には向いている仕事な 
 のか？」とたまに悶々と考えながらも、レポート 
 や課題に取り組んでるところです。 

    改  め  て  こ  の  3  年  を  振  り  返っ  て  み  て、  こ  ん  な  未  曾 
 有の事態になっても⼈間って本質的には変わらな 
 いなと世の中を⾒ていて思います(⾃分も含め。) 
 コロナが落ち着いた(？)とはいえ、まだ⾊々不安 
 定なので早く平穏な⽇々に戻って欲しいです。 

 コロナ禍の３年 
                  内⽥ 光治 

  最初は道場が⼀週間閉鎖になり、その後は接触 
 を  避  け  る  た  め  座  禅  杖  を  持っ  て  体  操  間  伐  材  や  ⽵  で 
 稽古と⼯夫すれば、いかようにでも稽古はできる 
 のだなとボンヤリ思った三年でした。 

  腸腰筋や⼤腰筋を鍛える整理体操を省略したた 
 めか些か姿勢が悪くなり、体重が増え、逆に体⼒ 
 は落ちて⾏ってるように思います。徐々にこの３ 
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 年以前の状態に稽古は戻っていってる様に思うの 
 ですが、⼟⽤稽古や寒稽古が出来るところまで⾃ 
 分の体⼒が戻るのかは・・なかなか難しいところ 
 です。 

 コロナ下での3年間 
 隅 智⽮ 

 私  に  とっ  て  コ  ロ  ナ  下  で  の  3  年  は  ちょ  う  ど、  私  が  ⾼ 
 校３年⽣、⼤学１、２年⽣だった時期に当たる。 
 コロナウイルスが発⾒された当初は、これほど社 
 会に影響を与えるとは思ってもみなかった。第⼆ 
 次世界⼤戦や冷戦など、世界を巻き込む⼤事件を 
 経験したことがない私にとって、コロナウイルス 
 のパンデミックは私が体験した初めての歴史的事 
 件だったといえる。ここでは、⾼校3年⽣、⼤学 
 １年⽣、⼤学２年⽣という３つの期間に分けて、 
 コロナとの関係から３年間を振り返っていこうと 
 思う。 

 ⾼  校  ３  年  ⽣  と  い  え  ば  受  験  ⽣  で  あ  る。  家  か  ら  学  校  ま 
 でかなりの距離があり、学校に⾏くのが⾯倒だっ 
 たが、コロナを原因として学校に⾏かなくてよく 
 なった。私は家でしか勉強できない性格だったの 
 で、塾に通いたいとも思わなかった。不謹慎極ま 
 りないことを承知で⾔うと、私にとってコロナは 
 受験の味⽅となってくれた存在であった。 

 神  ⼾  ⼤  学  に  ⼊  学  し、  ⼤  学  １  年  ⽣  と  なっ  た。  ⼊  学  し 
 たての時期はコロナが落ち着いていたため、授業 
 も対⾯で⾏われ、クラブにも⼊部し、たくさんの 
 新しい友達ができた。コロナが再流⾏し、授業が 
 オンラインになり、部活動が⼀時期休⽌となっ 
 た。新しくできた友達とも深い関係を築く前に疎 
 遠になってしまったため、相変わらず⼀⼈の時間 
 が多かった。特に何をするでもなく、本を読んだ 
 りYouTubeを⾒たりしていた。 

 ⼤  学  ２  年  ⽣  に  も  な  る  と、  社  会  が  コ  ロ  ナ  に  慣  れ  て  き 
 た（疲れてきた）ためか、少しずつ対⾯授業が増 
 え始めた。⻑らく会っていなかった友達とも再び 
 仲良くなることができた。１年⽣のうちには⾏け 
 なかった部活やサークルの合宿に⾏くことがで 
 き、合宿の楽しさをもっと早くから知りたかった 
 とどうしようもなく後悔した。 

 以  上  が  私  の  コ  ロ  ナ  下  で  の  ３  年  間  で  あ  る  が、  特  に  こ 
 れと⾔って⾯⽩いことがあったり、苦しかったこ 
 とがあったりするわけではない。社会にとってコ 
 ロナ下での３年間は⾮常に⼤変な時期だったのだ 
 ろうが、私にとってコロナ下での３年間とは、マ 
 スクをつけなければならないだけの３年間だった 
 ように思う。 

 コロナ禍の中、合気道の稽古を通じて感じたこ 
 と 

 ⻄⽥ 管男 

  早く新型コロナウイルスが収束してほしい。 
 2019年の12⽉、中国武漢で始まった新型コロナウ 
 イルスで⼤騒ぎ。今までの⽣活様式が⼀変した。 

 地  球  は  ⽣  き  て  い  る。  い  や、  宇  宙  は  ⽣  命  体  で  あ  る。 
 こんなことをより⼀層感じてから、3年以上が経 
 過した。通常の稽古ができなくなった合気道。 

    合  気  道  の  稽  古  を  始  め  た  の  が、  平  成  3  年  10  ⽉。  松 
 林の中で気功、ヨが等の呼吸法を中⼼とした健康 
 体操というべきものをしていた。 
 その場所が、今の加古川市⽴武道館である。 

 加  古  川  合  気  会  の  創  設  30  周  年  記  念  の  年  に  「新  型  コ  ロ 
 ナウイルス」が蔓延。今ここに⽣かされ⽣きてい 
 る。森羅万象。「⾒え無いものと⾒えるもの」と 
 のやり取りの中で何を感知するか。 

 未知なる世界を体得すべく稽古する。 

 ⽕  曜  ⽇、  ⾦  曜  ⽇  は  夜  7  時  か  ら  9  時  ま  で  の  稽  古  は  ⾃ 
 粛。新型コロナウイルスが蔓延するまでは、週４ 
 ⽇の稽古。⾏くのが当然だったが、今は⼟、⽇曜 
 ⽇のみになってしまった。 

    ⽯  の  上  に  も  3  年  と  い  う  け  れ  ど、  こ  の  時  間  の  流  れ 
 は⼈間関係、コミュニケーションの在り⽅をも変 
 えてしまったように感じる。この3年間の体験を 
 有意義なことととらえて現状を認識し順応するこ 
 とが今後の合気道の稽古を明るく楽しいものにす 
 ることができるのでしょう。 

 「３年ぶりに発⾏されるせいぶ館通信に寄稿す 
 るため、コロナを耐え忍び、⽵にもすがる思い 
 で稽古に励んだ⽇々と、その先に開けたこれか 
 らの未来に対する希望の思いの丈を込めて、 
 ユーモラスに⼀句詠んでください。」(ChatGPT) 

 林 佑樹 
   
 AI >  ⽵にすがり 

 コロナも乗り越え 
 未来への 
 希望の光に 
 踊り出る稽古場 

   
 3年 いろいろ・・の思いが 

 中尾 明⼦ 

  2020年元旦。親しい⼆⼈が、歩けなくなるほど 
 の、ひどい⾵邪をひいた！ 
 そんな事があって、あれよあれよと4⽉には、国 
 から「緊急事態宣⾔」が、発令された。 
   
 話  し  は  変  わ  る  が、  75  年  前  の  事。  戦  後、  社  会  党  の  内 
 閣が⽣まれ(1947．5.24)、飲⾷店閉鎖をする、と 
 いう法律が出来たそうな。飲⾷店は「贅沢だ」と 
 いう事で。 
 当時、居酒屋をやっていた義⽗は⽣活に困り、町 
 中を⾃転⾞で⾛り回り、⼈の並んでいるのが、パ 
 ン屋とうどん屋だと知った。そこで、元⼿がより 
 安く済むうどんの製造・卸業を始めた。やっと軌 
 道に乗りかかった・・が。 
  ところが、わずか1年⾜らずで、⽚⼭内閣が倒 
 れ(1948．3.10)、飲⾷店の営業が再開出来るよう 
 になった。しかし、借⾦だけで始めたうどん屋は 
 ⽌められない！ 朝早くうどんを作って得意先に 
 配達。昼前からは飲み屋の準備。朝から晩まで働 
 き詰め。 
 私  が  結  婚  し  た  50  年  前  も  そ  の  状  態  の  ま  ま  だっ  た。  義 
 ⺟の、商売を⼀つにするという願いは40年後、平 
 成元年(1989年)に、やっとかなえられた。「酒之 
 灘屋」の知られざる物語です。 
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 そ  し  て  現  在。  ⽇  本  だ  け  で  な  く、  世  界  中  が  コ  ロ  ナ  に 
 よって、沈黙を強いられている。 
  そんな中で、個⼈の道場(義⽗⺟がたくさんの 
 仕事を残してくれたお陰で、建てる事が出来た) 
 の利点で、座禅、ストレッチ、⽵での稽古等、い 
 ろいろ⼯夫しながら、⾃由にやってこれた！  
 ⾊んな事情で来られなかった⼈、会費だけ払い続 
 けてくれる⼈、どんな形でも合気道を続けたい 
 ⼈、⾊んな⼈の繋がりで、3年が経った。 
   
  まだまだ元の状態に戻った訳ではないが、1⽇1 
 ⽇ 前に向うしかない。真⾯⽬にワクチンを受 
 け、マスクをし続けている。 
   

 ⽗  が  短  冊  に  書  い  て  い  た。  「い  つ  も  ニ  コ  ニ  コ  従  わ 
 ず、⾃分の事は⾃分でする」        

 コロナ期間の合気道 
 村尾 邦明 

  感染防⽌のため、呼気が相⼿に及ばない様、対 
 ⼈間隔を2m以上離すということで、竿を使った稽 
 古を編み出した中尾先⽣のお陰で、コロナの期間 
 中も、私が思う合気道の動きを稽古することがで 
 きました。 
   
  せいぶ館の朝稽古で度々椎間板ヘルニアを発症 
 したので、最後の発症の回復後、このコロナの期 
 間中、加古川の道場に退避して稽古をしていまし 
 た。加古川では竿でなく杖を使っていたので、杖 
 を使ってoba⽒が中尾先⽣の竿の稽古を丁寧に伝 
 えてくれていました。 
   
 竿  を  使っ  て  の、  私  が  思  う  合  気  道  の  動  き  は、  相  互  の 
 やり取りのある段階で相⼿を操作し(捌か)なけれ 
 ばなりません。2mの竿を使って相⼿を操作するこ 
 とは⼤変難しい。⾃分の両⼿の間隔はせいぜい 
 60cm。⾃分の後ろ⼿から相⼿の重⼼までの距離は 
 200cm余り。後ろ⼿を固定し前⼿で相⼿を左右、 
 上下に動かそうとすると相⼿に及ぶ⼒は、⾃分の 
 前⼿が出す⼒の60/200で１/3から1/4に減少してし 
 まいます。⾃分と同じ体重、⼒を持つ相⼿に、こ 
 の減少した⼒では相⼿を操作する事は、「受け」 
 が綺麗な技のやり取りをしようと、忖度受けをし 
 てくれるか、合気道としての合理的な動作をしな 
 いと困難です。  
   

  私の思う竿を使っての合理的な動きは、まず、 
 相⼿の動きに合わせて⾃分も動く、突けば引く、 
 引けば突く、五五の⼗ ⼆⼋の⼗ ⼀九の⼗、こ 
 れが最初の動きです。  

  次に、この相⼿の動きの軌道を⾃分の捌きの軌 
 道に乗せ変える必要があります。竿を使って1/3に 
 なるような⼒を⼊れることなく動きを変える⽅法 
 は「突く」か「引く」しかありません。竿を合気 
 道での腕とすれば、腕(肘から下の⾻)の向きは動 
 かす⽅向と平⾏と 
 して「突き」か「引き」をする。これを竿の動き 
 の⽅向と竿の⽅向とを平⾏にすることで、捌きの 
 動きを学び取れます。これが次の動作です。 
   
  突いてきた相⼿を突き返したのでは、合気道が 
 嫌う⼒の衝突になります。そこで衝突を避け、か 
 つ「突き」か「引き」で軌道を変えるには、⾃分 
 の「⽴ち位置」を横にずらすと可能になります。 
 「⽴ち位置」を横にずらすと、突いてくる相⼿の 
 軌道は「⽴ち位置」をずらした反対の⽅向にずれ 
 ます。上にずらしたい時は、下に、下にずらした 
 い時は、上にずらします。これがそれに続く動作 
 です。 
   
  更に、この状態で軽く「突く」か「引く」と相 
 ⼿の竿の持ち⼿が相⼿の体の中⼼(重⼼)から離 
 れ、離れた距離のレバーができるので相⼿を操作 
 しやすくなります。これが最後の動作です。 

  この⼀連の動きが、合気道の⾔う「丸く捌き、 
 三⾓で投げ、四⾓く固める」の、「丸く捌く」の 
 動作に相当すると思います。後は、軽く突くか引 
 いた動作の続きで⼤きく「突く」か「引く」と 
 「三⾓で投げ」の動作になり、後は相⼿を俯せて 
 固める。 
   
 中  尾  先  ⽣  の  竿  の  技  は  こ  れ  ら  の  動  き  が  満  た  さ  れ  て  い 
 ないと上⼿く掛らないと思うので、体術ができな 
 いコロナの間でも竿を使って良い稽古ができたと 
 思っています。 
   
 た  ま  に、  コ  ロ  ナ  期  間  中  に  せ  い  ぶ  館  で  稽  古  し  た  と  き 
 にmonさんが皆の前で、先⽣役で、これらの事を 
 しっかりやっていたので、杖の経験の有無を聞い 
 たら無いとの答えで驚きました。体術の稽古でも 
 きれいな合理的な動きをしているので、感⼼して 
 います。 

 上海からUlrichさん来神 国際交流も復活の兆し！？ 
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 せいぶ館通信・  第５７号 ２０２３年(令和５年) ４⽉ 

 出席稽古回数 

 2020年  2021年  2022年 

 1. 310  中尾 
 2. 147  ⼤塚 
 3. 143  品川 
 4. 119  柴⽥ 
 5. 109  百峰 
 6. 98  岡本 
 7. 96  河村・森⽥ 
 8. 85  ⻄川渉 
 9. 80  新⾩ 
 10. 73  平尾 

 1. 285  中尾 
 2. 223  ⼤塚 
 3. 178  河村 
 4. 129  ⻄川渉 
 5. 128  奥 
 6. 121  美代⼦ 
 7. 118  森⽥ 
 8. 115  平⼭ 
 9. 97  ⻄川慶 
 10. 93  益⽥ 

 1. 296  中尾 
 2. 206  ⼤塚 
 3. 177  林 
 4. 148  岡本 
 5. 144  河村 
 6. 130  ⻄川渉 
 7. 130  美代⼦ 
 8. 124  ⼭北 
 9. 121  佐藤 
 10. 120  村尾 

 これまでの⾏事 

 2020年 
 3/8  遠藤先⽣稽古会 中⽌ 
 4/1〜7  休館・・が、フルゆわ体操や座禅などをする  
 4/7〜  座禅・ストレッチ・素振りだけでも出来れば、 

 と思い休館中⽌。 
 10/27〜 
 11/10  ⼭⼿⼥⼦中学校 合気道授業 

 徳⼭・中尾・藤井 
 伊藤・井上・河野・・ 

 11/29  ⼤掃除 
 12/6  ⼤掃除 
 12/20  ⼤掃除 
 12/31  稽古納め 

 2021年 
 1/4  稽古始め 
 8/29  塀の⼯事 
 9/30〜  防⽔⼯事 
  10/5  ソーラー発電装置・太陽光温⽔器取り外し 
 11/4〜  ⼭⼿⼥⼦中学校 合気道授業 
  11/10 
 12/5  ⼤掃除 
 12/19  ⼤掃除 
 12/31  稽古納め 

 2022年 
 1/4  稽古始め 
 3/26  昇級審査 

 5級 中務 
 1級 松⽥ 

 3/27  昇級審査 
 6/11〜 
  6/12  地域社会指導者講習会＠県武道館 

 ⼊江師範 
 藤⽥すみれ指導員 
 有⾺隼⼈指導員 

 9/18  昇級昇段審査 
 参段 ⼭北 松井 
 初段 藤本 寶⽉ 

 11/4〜 ⼭⼿⼥⼦中学校 合気道授業 
   15 
 12/31  稽古納め 

 2023年 
 1/4  初稽古 
 2/26  合気道兵庫県連創⽴20周年記念⾏事 

 植芝充央本部道場⻑・尾崎理事⻑ 
 3/11  昇級審査 
 3/12  昇級・昇段審査 

 「直会」 
 3/21  兵庫武道祭 
 3/25〜26  遠藤先⽣稽古会 

 これからの⾏事 

 5/27 (⼟)  全⽇本合気道⼤会＠⽇本武道館 
 7/1(⼟)〜2 (⽇)  栗林師範稽古会 
 7/21 (⾦)〜8/3 (⽊)  ⼟⽤稽古 
 10/1(⽇）        関⻄研鑽会 
 12/2(⼟)〜3(⽇）     鈴⽊師範稽古会 

 編集後記： 

 私の「３年ぶり」はパソコンに触れたこと。突然のせいぶ館通信の編集担当になり、動かなくなったMacを容赦なく 
 廃棄してM.Surfaceを購⼊。天才Hayassyの強⼒なサポートなしでは決してたどり着けなかったこの境地。ホっ。 
 ５級取得後すぐに休館となり、なるべく普通の⽣活を⼼がけ、気がつけば２級になっていました。姫路や遠藤先⽣の 
 稽古、直会など初めてのイベントごとにも積極的に参加し、おかげ様で消極的だった性格が今では１８０度変化。崩 
 しがちだった体調も、ずいぶん安定するようになり、合気道を始めてから良いことづくめです。 
 願はくは、いろいろな事情で道場に来られない先輩⽅が、⼀⽇も早く復帰できること。⼀緒に汗を流し、ああでもな 
 い、こうでもない、こうしたらどうかな、など、何でもない会話を交わしながら⼤切なひと時をともに過ごしたいで 
 す。きっとそんな⽇もあと少しの⾟抱でしょうか。 
                                       2023年4⽉3⽇ 広池 美代⼦ 



               ［せいぶ館道場 ⼊会案内］ 
 ■会費 
 ・⼊会⾦ 5000円 
 ・会費 (なるべく３ヵ⽉分以上を前納して下さい)                                                                                    ※ 2023年4⽉ 現在 

 ⼀般  15,000円／3ヶ⽉ (28,000円／半年、50,000円／1年) 
 親と⼦(⼩学⽣1⼈)  15,000円／3ヶ⽉ (3ヶ⽉以上⼀括払いのみ) 
 ⼩〜⼤学⽣(23歳以下)  3,000円／⽉ 
 ビジター料⾦ ※  ⼀般：1,000円/⽇  3,500円/週 ⼩・中・⾼・⼤学⽣(23歳以下)：1,000円/週 

 本部師範およびそれに準ずる先⽣にご指導頂く場合：⼀般3,000円／⽇ 
 ・休会・時は事前に届を出すと、500円/⽉になります 会費の滞納が６ヵ⽉以上続いた場合は退会とみなします 
 ・会費の振込先：ゆうちょ銀⾏ ⼝座番号：14340ー56119711 加⼊者名：セイブカン 
 (他⾦融機関からの場合／店名：四三⼋(ヨンサンハチ) 店番：438 預⾦種⽬：普通預⾦ ⼝座番号：5611971) 

 ■  稽古中のケガ、その他事故については会員個⼈の責任とします 
 ・紛争は当事者同⼠で解決して下さい 
 ・スポーツ安全保険に加⼊して下さい (団体保険は毎年３⽉末切換えです。 掲⽰にご注意ください) 
 (財)スポーツ安全協会 
 〒650-0011 神⼾市中央区下⼭⼿通4-16-3 (兵庫県⺠会館)(公財)兵庫県体育協会内 ℡(078)-332-2380 

 ■  気持ちよく稽古ができるように 
 ・道場内外は来た時よりも美しく。 
 ・道場内は禁煙・禁酒・禁飲⾷・禁携帯電話です。 
 ・道場内には私物を置かないで下さい。もし私物を１週間以上放置している場合は道場で処分します。 

 ■  稽古時間  ＜2023年4⽉現在／祝祭⽇・年末年始等は掲⽰にご注意下さい／★マークのクラスは初⼼者を特  に歓迎＞ 

 朝のクラス  昼のクラス  夜のクラス 

 ⽉  7:02〜8:10 ★    中尾  18:30〜20:00  永⽥ 

 ⽕  19:00〜20:00  ⼭本 

 ⽔  7:02〜8:10    中尾  13:30〜15:00  (レディース)  ★  明⼦  19:00〜20:00 ★  林 

 ⽊  13:30〜15:00  藤井  19:00〜20:00  佐伯 

 ⾦  7:02〜8:10 
 稽古後「茶話会」 

 中尾 
 明⼦  19:00〜20:00 ★  新⾩ 

 ⼟  8:00〜9:00 
 9:30〜11:00 ★ 

 畑中 
 中尾  15:30〜16:30  (親⼦, ⼩中学⽣)  遠藤  18:00〜19:00  野⽥ 

 ⽇  9:30〜11:00 
 11:10〜12:10 

 中尾 
 井出 

 県武道館 ⽕曜：10:00〜11:30(中尾) ／ 明⽯道場 ⽔曜：19:00〜20:30(⼭下／濱本) 
 杖道部 <神道夢想流> ⼟曜：12:00〜14:30(⼭下)・毎⽉第１・３⽇曜：13:00〜15:00  会費：1000円／⽉ 

 ■  道場への最寄り駅(徒歩時間) 
  地下鉄 ⼤倉⼭駅から3分 
  地下鉄 県庁前駅から5分 
  阪急 花隈駅から5分 
  阪神 ⻄元町駅から7分 
  ＪＲ 神⼾駅から12分 
  ⾼速 神⼾駅から12分 

 ≪せいぶ館ホームページ≫ 
 http://www.seibukan-kobe.org 

 〜 ⽩蘆林(はくろりん) 〜 少年や若者が合気道を通じて強く逞しく、優しい思いやりのある⼈間になれるように。 
 また、⼤⼈もそうあり続けられる、そんな⻘少年健全育成の場でありたい。そういう思いから、下村湖⼈著「次郎物 
 語」を基に「⽩蘆林」と名付けました。 

http://www.seibukan-kobe.org/

